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く
り
こ
ま

宮
城
県
北
端
の
栗
駒
山
に

は
、
戦
後
開
拓
農
家
が
入
植

し
、
苦
労
と
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
ナ
メ
コ
、
椎
茸
、
イ
チ

ゴ
、
高
原
大
根
、
イ
ワ
ナ
養

殖
な
ど
で
成
功
を
収
め
た

こ
う
え
い

「
耕
英
開
拓
地
」
が
あ
る
。

こ
の
地
に
は
か
つ
て
、
開

拓
農
家
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
分
校
が
あ
っ
た
。
卒
業

生
が
開
拓
魂
を
受
け
継
ぎ
、

自
主
的
に
寄
付
を
行
い
、
分

校
跡
地
に
記
念
碑
を
建
立
。

２５
年
１１
月
に
除
幕
式
を
行
っ

た
。
耕
英
開
拓
と
分
校
の
歴

史
を
紹
介
す
る
。

○
栗
駒
山
の
中
腹
に
入
植

耕
英
地
区
に
は
６２
戸
の
農

家
が
入
植
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
栗
駒
小
学
校
・
中
学
校

に
通
学
し
た
が
、
豪
雪
地
帯

で
大
人
も
歩
け
な
い
ほ
ど
雪

が
積
も
り
、
通
学
に
難
儀
し

た
。
４９
（
昭
和
２４
）
年
、
開

拓
農
家
の
定
着
を
図
る
た

め
、
「
分
校
建
設
設
計
」
を

農
林
省
に
申
請
、
翌
年
受
理

さ
れ
た
。
農
作
業
の
合
間
を

縫
っ
て
入
植
者
全
員
で
分
校

の
建
設
工
事
に
も
従
事
。
５１

（
昭
和
２６
）
年
４
月
に
開
校

を
迎
え
た
。

○
開
拓
の
く
ら
し
を
碑
に

１
９
０
名
を
超
え
る
卒
業

生
を
送
り
出
し
た
耕
英
分
校

だ
が
、
０８
（
平
成
２０
）
年
に

発
生
し
た
「
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
」
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。
２
年
以
上
仮
設
住

宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
「
耕
英
地
区
に
戻

り
た
い
」と
復
興
に
努
め
た
。

現
在
も
２３
世
帯
が
暮
ら
し
、

営
農
を
続
け
て
い
る
。
し
か

し
、
分
校
は
１１
（
平
成
２３
）

年
を
も
っ
て
閉
校
。
２４
年
に

校
舎
も
解
体
さ
れ
た
。

分
校
の
卒
業
生
は
開
拓
の

歴
史
が
引
き
継
が
れ
る
よ

う
、
現
在
も
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
記
念
碑
に
は
耕
英
小

中
学
校
の
校
歌
の
歌
詞
と
学

校
の
沿
革
が
記
さ
れ
て
お

り
、
�
郷
土
開
い
た
親
た
ち

の

労
苦
思
え
ば
い
ま
さ
ら

に
耕
英
わ
れ
ら
目
が
う
る

む
�
と
、
開
拓
に
勤
し
み
な

が
ら
子
の
教
育
に
努
め
た
開

拓
者
へ
の
熱
い
思
い
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

大
日
本
農
会
は
１１
月
１２

日
、
同
会
総
裁
の
秋
篠
宮
皇

嗣
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
赤

坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
Ａ
Ｉ
Ｒ

に
お
い
て
、
２５
年
度
農
事
功

績
者
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

今
年
度
は
石
田
俊
雄
氏

（
群
馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町

・
北
軽
井
沢
開
拓
）
が
緑
白

綬
有
功
章
を
受
章
し
、
秋
篠

宮
皇
嗣
殿
下
よ
り
お
言
葉
を

頂
戴
し
た
。

石
田
氏
は
果
樹
・
野
菜
作

・
観
光
農
園
複
合
経
営
（
法

人
）
を
行
っ
て
い
る
。
表
彰

事
由
は
、
①
果
樹
や
野
菜
の

収
穫
・
加
工
体
験
が
で
き
る

観
光
農
園
を
運
営
。
時
期
を

考
慮
し
て
品
目
の
選
定
を
行

い
、
７
〜
１１
月
に
わ
た
る
受

入
れ
を
実
現
す
る
と
と
も
に

環
境
保
全
型
農
業
を
実
践
。

②
観
光
農
園
運
営
で
得
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
地
域
の
農
業
者
に

公
開
し
、
地
域
の
果
樹
農
業

振
興
や
６
次
産
業
化
の
取
組

支
援
に
貢
献
。
県
内
外
の
教

育
機
関
と
連
携
し
収
穫
・
加

工
体
験
な
ど
食
育
活
動
を
実

践
、
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

石
田
氏
は
９９
年
に
第
９
回

日
本
農
業
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
で

最
優
秀
開
拓
農
家
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

政
府
は
１２
月
２６
日
、
２６
年

度
予
算
案
を
閣
議
決
定
し

た
。
一
般
会
計
は
、
総
額
１

２
２
兆
３
０
９
２
億
円
で
、

２
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。

農
林
水
産
関
係
予
算
案
は

前
年
度
比
１
％
（
２
５
０
億

円
）
増
の
２
兆
２
９
５
６
億

円
と
な
っ
た
。

農
水
省
は
２６
年
度
か
ら
４

年
間
、
所
管
す
る
日
本
中
央

競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
か
ら
毎

年
２
５
０
億
円
の
拠
出
を
受

け
る
が
、
こ
の
２
５
０
億
円

が
増
額
さ
れ
る
形
と
な
っ

た
。新

た
な
基
本
計
画
を
踏
ま

え
た
５
年
間
の
「
農
業
構
造

転
換
集
中
対
策
」
期
間
の
２

年
目
に
あ
た
り
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
、
農
業
の
持
続

的
な
発
展
、
農
村
の
振
興
、

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
の
確
立
等
に
向
け

た
政
策
を
推
進
し
、
農
林
水

産
業
の
持
続
可
能
な
成
長
を

実
現
す
る
、
と
し
て
い
る
。

【
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
】

○
農
業
農
村
整
備
（
農
地

の
大
区
画
化
等
）
１
６
６
億

円
（
前
年
１
２
６
億
円
）
。

農
地
の
大
区
画
化
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地

域
に
お
い
て
き
め
細
か
な
整

備
を
実
施
。

○
共
同
利
用
施
設
の
再
編

集
約
・
合
理
化
に
２
３
８
億

円
（
同
６９
億
円
）
。
老
朽
化

し
た
共
同
利
用
施
設
等
の
再

編
集
約
・
合
理
化
を
支
援
。

○
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
・

新
品
種
の
開
発
、
生
産
性
向

上
に
資
す
る
農
業
機
械
の
導

入
に
５４
億
円（
同
２８
億
円
）。

○
施
設
整
備
、
販
路
拡
大

等
を
通
じ
た
輸
出
産
地
の
育

成
に
３７
億
円（
同
２２
億
円
）。

構
造
転
換
に
向
け
た
別
枠

と
し
て
、計
４
９
４
億
円（
同

２
４
４
億
円
）を
計
上
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
米
問
題
を

受
け
て
、
米
穀
等
安
定
生
産

・
需
要
開
拓
総
合
対
策
事
業

に
１５
億
円（
―
）、
米
穀
周
年

供
給
・
需
要
拡
大
支
援
事
業

に
５０
億
円（
同
額
）。
高
温
耐

性
品
種
へ
の
取
り
組
み
や
、

直
播
導
入
へ
の
支
援
な
ど
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
は
２
７
５
２
億
円
（
同

２
８
７
０
億
円
）と
な
っ
た
。

同
予
算
案
は
、
通
常
国
会

に
提
出
さ
れ
る
。

（
畜
産
関
係
の
概
要
は
２

面
参
照
）

鹿
児
島
県
の
薩
摩
半
島
の

南
端
（
指
宿
市
）
に
、
き
れ

い
な
円
錐
形
で
そ
び
え
立
つ

か
い
も
ん
だ
け

の
は
「
開
聞
岳
」
。

写
真
は
、
日
本
一
南
に
あ

る
「
西
大
山
」
駅
（
Ｊ
Ｒ
指

宿
枕
崎
線
）
か
ら
の
景
色
。

周
り
に
山
が
無
く
、
薩
摩

半
島
南
部
の
各
地
か
ら
望
め

る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
南
麓
は
海
に
面

し
て
お
り
、
波
を
受
け
止
め

る
姿
も
絵
に
な
る
。

標
高
９
２
４
ｍ
の
活
火
山

で
、
「
日
本
百
名
山
」
に
選

定
さ
れ
て
お
り
、
縄
文
時
代

か
ら
た
び
た
び
噴
火
を
し
て

き
た
が
、
今
は
活
動
を
停
止

し
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
も
開
拓
地
が

あ
り
、
い
つ
も
美
し
い
薩
摩

富
士
が
見
守
っ
て
い
る
。
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２６
年
度
予
算
閣
議
決
定

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

農
水
関
係
は
１
％
増
加

栗
駒
小
中
学
校
耕
英
分
校

栗
駒
小
中
学
校
耕
英
分
校

日本最南端の駅から望む美しい開聞岳

石田氏が緑白綬有功章石田氏が緑白綬有功章
秋篠宮皇嗣殿下ご臨席で秋篠宮皇嗣殿下ご臨席で

謹 賀 新 年
（公社）全国開拓振興協会

役職員一同

表
彰
式
に
参
列
す
る
石
田
俊
雄
さ
ん
と
妻
の
文
子
さ
ん
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２６
年
度
農
林
水
産
関
係
予

算
案
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
。
（

）
内
は
２５
年
度

当
初
予
算
。

◎
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

８
億
円
（
同
額
）

遺
伝
子
解
析
技
術
等
を
活

用
し
た
家
畜
改
良
の
推
進
、

肉
用
牛
の
出
荷
月
齢
の
早
期

化
、
和
牛
の
信
頼
確
保
の
た

め
の
遺
伝
子
型
検
査
、
乳
用

牛
の
長
命
連
産
性
向
上
に
資

す
る
取
り
組
み
等
を
支
援
。

◎
畜
産
・
酪
農
に
お
け
る

環
境
負
荷
低
減
等
の
取
り
組

み
の
推
進

▽
飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型

酪
農
・
肉
用
牛
生
産
地
支
援

５２
億
円
の
内
数
（
５６
億
円
の

内
数
）
▽
農
山
漁
村
地
域
整

備
交
付
金
７
６
２
億
円
の
内

数
（
同
額
）
▽
持
続
可
能
性

配
慮
型
畜
産
推
進
事
業
１
億

円
（
同
額
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

が
連
携
し
た
有
機
飼
料
の
生

産
拡
大
、
家
畜
排
せ
つ
物
処

理
施
設
の
機
能
強
化
、
畜
産

分
野
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
対
策
の
普
及
啓
発
、
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
配
慮

し
た
飼
養
管
理
の
普
及
等
を

支
援
。

◎
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
（
一
部
再
掲
）

▽
飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型

酪
農
・
肉
用
牛
生
産
地
支
援

（
再
掲
）
▽
飼
料
備
蓄
・
増

産
流
通
合
理
化
事
業
の
う
ち

国
産
飼
料
増
産
対
策
事
業
１８

億
円
の
内
数
（
同
額
）

計
画
的
な
飼
料
の
増
産
や

品
質
向
上
の
取
り
組
み
、
飼

料
生
産
組
織
の
人
材
確
保
・

育
成
、
国
産
濃
厚
飼
料
の
生

産
・
利
用
の
推
進
、
生
産
性

の
高
い
持
続
可
能
な
飼
料
産

地
形
成
へ
の
取
り
組
み
等
を

支
援
。

◎
草
地
関
連
基
盤
整
備

（
公
共
）

３
３
６
５
億
円
の
内
数
（
３

３
３
１
億
円
の
内
数
）

草
地
に
立
脚
し
た
、
畜
産

経
営
の
展
開
に
必
要
と
な
る

基
盤
整
備
等
を
推
進
。

◎
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

２
３
０
７
億
円
（
２
３
０
３

億
円
）

畜
種
ご
と
の
特
性
に
応
じ

て
、
牛
マ
ル
キ
ン
、
豚
マ
ル

キ
ン
、
加
工
原
料
乳
生
産
者

補
給
金
等
に
よ
り
、
経
営
の

安
定
を
支
援
。

◎
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

７７
億
円
（
同
額
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

検
疫
措
置
等
を
支
援
。

◎
食
料
・
農
業
に
対
す
る

意
識
の
低
さ
と
教
育

欧
州
の
方
が
、
幾
度
も
の

戦
争
と
食
料
難
を
経
験
し
た

か
ら
、
日
本
よ
り
も
農
業
・

農
村
を
理
解
し
、
共
感
を
い

だ
く
度
合
い
が
強
い
と
の
指

摘
が
あ
る
。本
当
だ
ろ
う
か
。

日
本
も
戦
争
な
ど
に
よ
る
厳

し
い
食
料
難
を
経
験
し
て
い

る
の
に
、
日
本
人
は
そ
れ
を

忘
れ
、
欧
州
は
な
ぜ
忘
れ
な

い
か
。

そ
れ
は
、
も
う
一
度
大
き

な
食
料
危
機
が
来
な
い
と
わ

か
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
教

育
の
差
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
。
欧
州
で
は
、
食
料
難

の
経
験
を
し
っ
か
り
と
教
科

書
で
教
え
て
い
る
か
ら
認
識

が
風
化
せ
ず
に
、
人
々
の
脳

裏
に
連
綿
と
刻
み
続
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

◎
日
本
人
の
農
業
へ
の
共

感
は
な
ぜ
低
い

「
食
料
安
全
保
障
の
重
要

性
は
、
大
き
な
食
料
危
機
が

来
な
い
と
日
本
人
に
は
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ

る
。
欧
米
の
ほ
う
が
日
本
よ

り
も
農
業
・
農
村
を
理
解
し
、

シ
ン
パ
シ
ー
（
共
感
）
を
い

だ
く
度
合
い
が
強
い
と
の
指

摘
が
あ
り
、そ
れ
は
な
ぜ
か
、

と
の
疑
問
も
よ
く
寄
せ
ら
れ

る
。欧

州
で
は
、
幾
度
も
の
戦

争
を
経
て
国
境
防
衛
と
食
料

難
と
に
苦
労
し
た
経
験
か

ら
、
農
林
水
産
業
で
国
土
と

食
料
を
守
る
と
い
う
、
安
全

保
障
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

し
か
し
、
厳
し
い
戦
争
と

食
料
難
を
経
験
し
た
の
は
日

本
も
同
じ
で
あ
る
。
で
は
、

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が

生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
の
１
つ
は
日
本

の
教
育
に
あ
る
と
の
見
方
が

あ
る
。
教
科
書
で
食
料
・
農

業
・
農
村
の
重
要
性
を
説
明

す
る
記
述
の
分
量
が
大
幅
に

違
う
の
で
は
、
と
の
指
摘
も

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
十
分

に
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。薄

井
寛
『
歴
史
教
科
書
の

日
米
欧
比
較
』（
筑
波
書
房
、

２
０
１
７
年
）
か
ら
英
独
の

歴
史
教
科
書
に
お
け
る
食
料

難
の
記
述
を
い
く
つ
か
紹
介

す
る
。

◎
決
定
的
な
違
い
は「
食

料
難
の
経
験
」の
教
育

・
ド
イ
ツ
『
発
見
と
理
解
』

「
イ
ギ
リ
ス
の
海
上
封
鎖

に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
重

要
資
源
の
海
洋
か
ら
の
輸
入

が
止
ま
り
、
食
料
も
例
外
で

は
な
く
な
っ
た
。
…
…
キ
ッ

プ
制
度
に
よ
る
配
給
が
１
９

１
５
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
キ
ッ
プ
は
あ
っ
て
も
買

え
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
起

こ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
そ

れ
ま
で
は
家
畜
の
餌
で
あ
っ

た
カ
ブ
ラ
が
、
パ
ン
用
粉
の

増
量
材
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
代

わ
り
と
し
て
、
貴
重
な
食
料

と
な
っ
た
。
多
く
の
人
び
と

が
深
刻
な
飢
え
に
苦
し
ん

だ
。
特
に
、
貧
し
い
人
び
と

や
病
人
、
高
齢
者
な
ど
は
、

乏
し
い
配
給
の
他
に
食
料
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
た
め
、
１４
〜
１８
年
、
栄
養

失
調
に
よ
る
死
亡
者
は
７０
万

人
を
超
え
た
」

・
ド
イ
ツ
『
過
去
へ
の
旅
』

「
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
配

給
は
減
り
、
し
ば
し
ば
停
止

し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
ジ

ャ
ガ
イ
モ
と
穀
物
の
凶
作
が

追
い
打
ち
を
か
け
、
１６
〜
１７

年
に
か
け
て
飢
餓
の
冬
が
到

来
す
る
。
毎
日
の
食
料
は
、

家
畜
の
餌
の
カ
ブ
ラ
に
と
っ

て
か
わ
っ
た
。
〈
カ
ブ
ラ
の

ス
ー
プ
〉
、
〈
カ
ブ
ラ
の
マ

マ
レ
ー
ド
〉
、
〈
カ
ブ
ラ
の

コ
ー
ヒ
ー
〉
が
主
な
食
料
に

な
っ
た
の
だ
。
―
栄
養
失
調

で
人
々
は
体
重
の
２０
％
を
失

っ
た
。
―
多
く
の
資
源
も
欠

乏
し
た
。
植
物
油
は
サ
ク
ラ

ン
ボ
な
ど
の
種
か
ら
し
ぼ

り
、
軍
需
工
場
で
は
革
製
ベ

ル
ト
の
代
用
品
に
女
性
の
髪

の
毛
を
使
っ
た
。
だ
が
、
こ

れ
ら
の
代
用
資
源
が
欠
乏
の

緩
和
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な

か
っ
た
」

・
ド
イ
ツ『
歴
史
の
時
刻
表
』

「
１
９
４
５
年
ま
で
動
い

て
い
た
鉄
道
や
輸
送
施
設
の

４０
％
が
機
能
不
全
に
陥
り
、

食
料
や
生
活
必
需
品
の
配
給

は
さ
ら
に
困
難
と
な
っ
た
。

―
特
に
４６
〜
４７
年
に
か
け
た

極
寒
の
冬
は
〈
飢
餓
の
冬
〉

と
し
て
今
も
人
び
と
の
記
憶

に
と
ど
ま
る
。
多
く
の
人
び

と
が
最
低
限
の
生
活
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
下
で
暮
ら
し
て

い
た
。
一
人
１
日
当
た
り
少

な
く
て
も
２
０
０
０
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
の
食
物
が
必
要
だ
っ

た
が
、
４６
年
の
ア
メ
リ
カ
軍

占
領
地
域
で
は
、
配
給
が
１

３
３
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
し
か

な
か
っ
た
。
ソ
連
の
地
域
で

は
１
０
８
３
、
イ
ギ
リ
ス
の

地
域
で
は
１
０
５
６
、
フ
ラ

ン
ス
の
地
域
で
は
わ
ず
か
９

０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
す
ぎ

な
い
。
栄
養
不
足
が
欠
乏
症

と
高
い
死
亡
率
を
も
た
ら
し

た
」

（
次
号
に
続
く
）

第151回

こ
の
た
び
、
畑
作
物
の
直

接
支
払
交
付
金（
ゲ
タ
対
策
）

の
交
付
単
価
が
改
定
さ
れ
、

２６
年
産
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

交
付
単
価
は
通
常
、
３
年
ご

と
に
改
定
さ
れ
る
（
表
）
。

ゲ
タ
対
策
は
、
諸
外
国
と

の
生
産
条
件
の
格
差
に
よ
り

不
利
に
な
る
農
産
物
を
対
象

に
、
標
準
的
な
生
産
費
と
販

売
価
格
の
差
額
分
を
直
接
交

付
す
る
と
い
う
も
の
。

近
年
で
は
、
生
産
費
の
高

騰
が
続
く
一
方
、
販
売
価
格

も
上
昇
す
る
時
が
あ
り
、
品

目
に
よ
っ
て
は
単
価
が
下
が

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
た
。

農
水
省
は
今
回
、
直
下
の

生
産
費
高
騰
を
反
映
す
べ
き

と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
直
近

の
生
産
費
等
の
推
計
値
を
用

い
て
単
価
を
算
定
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
単
価
の
下
げ
幅

が
品
目
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ

た
と
し
て
い
る
。

小
麦
は
、
肥
料
代
等
の
高

騰
で
生
産
費
は
増
加
し
て
お

り
、
販
売
価
格
は
輸
入
小
麦

の
価
格
高
騰
の
影
響
で
２１
、

２２
年
産
が
高
値
に
な
っ
て
い

る
が
、
単
価
は
下
落
傾
向
。

大
豆
も
、
生
産
費
は
増
加

し
て
お
り
、
販
売
価
格
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
続
い
て
い
る

輸
入
大
豆
の
在
庫
増
や
、
近

年
の
北
海
道
大
豆
の
豊
作
で

市
場
在
庫
が
多
く
、
単
価
は

下
落
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

全
開
連
人
事

（
１
月
１
日
付
）

▽
東
日
本
支
所
東
京
事
業

所
（
兼
）
和
光
販
売
事
業
所

事
業
所
長
（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン

ビ
ー
フ
農
協
（
関
東
）
出
向

｛
東
日
本
支
所
青
森
事
業
所

（
兼
）
十
和
田
販
売
事
業
所

（
兼
）
八
戸
販
売
事
業
所
事

業
所
長
（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ

ー
フ
農
協
（
東
北
）
出
向
｝

田
中
雅
也
▽
東
日
本
支
所
青

森
事
業
所
（
兼
）
十
和
田
販

売
事
業
所
（
兼
）
八
戸
販
売

事
業
所
事
業
所
長
（
兼
）
ジ

ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農
協（
東
北
）

出
向
｛
東
日
本
支
所
東
京
事

業
所
（
兼
）
和
光
販
売
事
業

所
事
業
所
長
（
兼
）
ジ
ャ
パ

ン
ビ
ー
フ
農
協
（
関
東
）
出

向
｝
山
﨑
悠
貴

農
水
省
は
１２
月
２６
日
、

同
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
２６

年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お

け
る
農
林
水
産
関
係
事
項

を
発
表
し
た
。
主
要
事
項

と
し
て
は
次
の
と
お
り
。

・
認
定
就
農
者
の
た
め

に
農
業
協
同
組
合
等
が
取

得
し
た
一
定
の
償
却
資
産

の
課
税
標
準
の
特
例
措
置

に
つ
い
て
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
適
用
対
象
者

に
加
え
た
上
、２
年
延
長
。

（
固
定
資
産
税
）

・
農
地
中
間
管
理
機
構

が
新
た
に
農
地
中
間
管
理

権
を
取
得
し
た
農
地
に
係

る
課
税
標
準
の
特
例
措
置

に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る

農
地
を
、
地
域
計
画
の
区

域
内
の
一
定
の
農
地
と
す

る
等
の
見
直
し
を
行
っ
た

上
、
２
年
延
長
。
（
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
）

・
農
林
漁
業
用
軽
油
に

対
す
る
石
油
石
炭
税
（
地

球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の

課
税
の
特
例
に
よ
る
上
乗

せ
分
）
の
還
付
措
置
の
３

年
延
長
。（
石
油
石
炭
税
）

・
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
農
業
所
得
の
課
税
の
特

例
措
置
の
適
用
期
限
を
３

年
延
長
。
（
所
得
税
・
法

人
税
、
個
人
住
民
税
）

２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

２
月

１３
〜
１４
日

関
東
地
区
開
拓

営
農
推
進
協
議
会
研
修

会
（
千
葉
）

１３
〜
１４
日

全
開
連
開
拓
豚

部
会
九
州
支
部
研
修
会

（
長
崎
）

１８
日

全
開
連
総
務
責
任
者

会
議
（
東
京
）

１９
日

全
開
連
九
州
地
区
参

事
会
議
（
福
岡
）

（農水省の資料より）
前年差
▲３４０
▲９４０
９６０
▲３１０
１０７０
９０

▲１５０

▲８２０
▲１３１０

免税事業者向け
６，０００円／６０㎏
５，２２０円／５０㎏
６，１１０円／５０㎏
８，８５０円／６０㎏
１０，９１０円／６０㎏
５，３８０円／１ｔ

１５，０３０円／１ｔ

１６，７３０円／４５㎏
６，８２０円／６０㎏

前年差
▲３４０
▲９１０
８６０
▲３００
９１０
２０

▲１９０

▲７９０
▲１３００

表 交付単価（２６年産～）
課税事業者向け
５，５９０円／６０㎏
４，９００円／５０㎏
５，７１０円／５０㎏
８，３３０円／６０㎏
１０，３４０円／６０㎏
５，０９０円／１ｔ

１４，０９０円／１ｔ

１５，９３０円／４５㎏
６，４１０円／６０㎏

小麦
二条大麦
六条大麦
はだか麦
大豆
てん菜
でん粉原料用
ばれいしょ
そば
なたね

２６年度２６年度

小
麦
等
の
単
価
下
落

農
水
予
算
案（
畜
産
・
酪
農
）概
要

農
水
予
算
案（
畜
産
・
酪
農
）概
要

肉
牛
売
却
の
課
税
特
例
３
年
延
長

ゲ
タ
対
策
交
付
単
価
改
定

２６
年
度
税
制
改
正
大
綱

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

意識の格差は
教育の格差 ㊤

意識の格差は
教育の格差 ㊤
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農
水
省
は
１２
月
２２
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
畜
産
部
会
を
開
き
、
２６
年

度
の
畜
産
物
価
格
等
に
つ
い

て
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
て

決
定
し
た
。

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
は
１
㎏
当
た
り
２
銭
上
げ

の
９
円
１１
銭
。
集
送
乳
調
整

金
が
同
１０
銭
上
げ
の
２
円
８３

銭
と
な
っ
た
。
ま
た
、
調
整

金
は
関
連
対
策
（
ａ
ｌ
ｉ
ｃ

事
業
）
で
１
銭
上
げ
の
９
銭

と
な
り
、
合
計
で
１３
銭
上
げ

の
１２
円
３
銭
と
な
っ
た
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
事
業
の
２５
万
ｔ

の
う
ち
、
２０
万
ｔ
は
バ
タ
ー

分
の
み
を
対
象
と
し
、
単
価

を
２
分
の
１
と
す
る
。ま
た
、

そ
の
う
ち
７
万
ｔ
に
つ
い
て

は
、
年
度
末
の
脱
脂
粉
乳
在

庫
が
８
万
ｔ
を
超
え
た
場
合

に
単
価
を
４
分
の
１
に
下
げ

る
、
と
し
て
い
る
。

畜
産
部
会
で
の
委
員
の
意

見
と
し
て
、
「
加
工
原
料
乳

全
体
を
交
付
対
象
数
量
と
し

て
欲
し
い
」
「
補
給
金
の
計

算
式
に
つ
い
て
、
生
産
者
の

努
力
に
よ
る
乳
量
の
増
加
等

が
単
価
を
下
げ
る
要
素
に
な

る
の
で
今
後
検
討
し
て
欲
し

い
」
な
ど
の
更
な
る
要
望
が

出
さ
れ
た
。

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金

の
保
証
基
準
価
格
は
、
黒
毛

和
種
が
２
万
６
０
０
０
円
上

げ
の
６０
万
円
と
な
り
、
乳
用

種
は
１
万
円
上
げ
の
１７
万
４

０
０
０
円
、
交
雑
種
は
据
え

置
き
と
な
っ
た
。

合
理
化
目
標
価
格
は
、
黒

毛
和
種
が
１
万
１
０
０
０
円

上
げ
の
４５
万
７
０
０
０
円
と

な
り
、
乳
用
種
は
９
０
０
０

円
上
げ
の
１１
万
９
０
０
０

円
、
交
雑
種
は
据
え
置
き
と

な
っ
た
。

畜
産
部
会
で
の
委
員
の
意

見
と
し
て
、
「
赤
身
肉
や
健

康
志
向
等
、
多
様
な
消
費
者

ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
た
生
産
・

改
良
体
制
の
検
討
が
必
要
」

な
ど
が
出
さ
れ
た
。

農
水
省
は
１２
月
２３
日
、「
２４

年
農
業
総
産
出
額
及
び
生
産

農
業
所
得
」
を
公
表
し
た
。

２４
年
の
畜
産
の
総
産
出
額
は

３
兆
６
６
５
４
億
円
で
、
過

去
最
高
額
だ
っ
た
昨
年
よ
り

減
少
し
た
。

【
肉
用
牛
】

産
出
額
は
、
前
年
よ
り
１

６
５
億
円
（
２
・
１
％
）
増

加
し
、
７
８
６
１
億
円
と
な

っ
た
。

２０
〜
２１
年
に
か
け
て
の
乳

用
牛
へ
の
和
牛
受
精
卵
の
利

用
割
合
や
繁
殖
雌
牛
の
増
加

に
よ
り
、
出
生
頭
数
が
増
加

し
、
２４
年
に
出
荷
さ
れ
た
和

牛
の
頭
数
が
増
加
し
た
こ
と

な
ど
が
要
因
と
し
て
い
る
。

統
計
を
見
る
と
、
乳
牛
の
と

畜
頭
数
は
、
減
少
傾
向
に
あ

る
。【

豚
】

産
出
額
は
、
前
年
よ
り
３

７
３
億
円
（
５
・
２
％
）
増

加
し
、
７
５
６
７
億
円
と
な

っ
た
。

引
き
続
き
需
要
が
高
い

中
、
出
荷
頭
数
は
前
年
を
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
価
格

が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
な

ど
が
要
因
と
し
て
い
る
。
と

畜
頭
数
の
推
移
を
み
る
と
、

２２
年
よ
り
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

【
生
乳
】

産
出
額
は
、
前
年
よ
り
６

２
７
億
円
（
７
・
５
％
）
増

加
し
、
８
９
３
７
億
円
と
な

っ
た
。

生
産
抑
制
が
見
直
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
生
産
量
が

増
加
し
た
こ
と
、
２３
年
中
に

乳
価
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
な
ど
が
要
因
と
し
て
い

る
。
２４
年
の
生
産
量
を
見
る

と
、
都
府
県
は
前
年
よ
り
減

少
し
た
が
、
北
海
道
で
は
増

加
し
て
い
る
。

各
品
目
の
産
出
額
上
位
県

を
見
る
と
、
北
海
道
が
生
乳

と
肉
用
牛
、
鹿
児
島
県
が
豚

で
首
位
と
な
っ
て
い
る
。

（
野
菜
等
産
出
額
は
６
面
）

農
水
省
が
１２
月
２６
日
に
公

表
し
た
、
家
族
経
営
協
定
に

関
す
る
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
２５
年
３
月
３１
日
現
在
の

締
結
農
家
数
は
全
国
で
５
万

９
７
３
１
戸
と
、
前
年
よ
り

１
４
４
戸
（
０
・
２
％
）
増

加
し
た
。

ま
た
、
２４
年
度
中
の
新
規

の
締
結
農
家
数
は
１
４
５
１

戸
で
、
同
２８
戸（
２
・
０
％
）

の
増
加
と
な
っ
た
。

日
本
の
農
業
は
、
家
族
単

位
で
農
業
を
営
む
家
族
経
営

が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
家

族
だ
か
ら
こ
そ
の
良
い
点
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
経

営
と
生
活
の
境
目
が
明
確
で

な
く
、
各
世
帯
員
の
役
割
や

労
働
時
間
、
労
働
報
酬
な
ど

の
就
業
条
件
が
曖
昧
に
な
り

や
す
く
、
そ
こ
か
ら
様
々
な

不
満
や
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
て

く
る
こ
と
も
多
数
見
受
け
ら

れ
る
。

家
族
経
営
協
定
は
、
経
営

方
針
や
役
割
分
担
、
家
族
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
就
業
環

境
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族
間

の
十
分
な
話
し
合
い
に
基
づ

き
取
り
決
め
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
、
取
り
決

め
内
容
と
し
て
多
か
っ
た
の

は
、
「
労
働
時
間
・
休
日
」

が
９５
・
４
％
、
「
農
業
経
営

の
方
針
決
定
」
が
９３
・
３
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る（
表
１
）

（
複
数
回
答
）
。

締
結
の
理
由
と
し
て
は
、

「
認
定
農
業
者
制
度
の
共
同

申
請
等
の
た
め
」
が
２３
・
７

％
、
「
親
世
代
か
ら
の
経
営

継
承
の
た
め
」
が
２０
・
９
％

な
ど
と
な
っ
た
（
表
２
）
。

認
定
農
業
者
制
度
で
は
、

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
た

夫
婦
や
親
子
な
ど
が
、
共
同

で
認
定
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
共
同
経
営
者
と
し
て
の

地
位
・
責
任
が
明
確
化
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
基

づ
く
経
営
改
善
へ
の
取
り
組

み
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
締
結
の
た
め
の
主

な
支
援
先
等
と
し
て
は
、「
市

役
所
職
員
」
が
７０
・
０
％
、

「
普
及
指
導
員
等
（
都
道
府

県
）
」
が
３０
・
０
％
、
「
農

業
委
員
」が
２３
・
６
％
、「
Ｊ

Ａ
指
導
員
等
」
が
１６
・
４
％

な
ど
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
は
１２
月
１９
日
、

１
〜
３
月
期
の
配
合
飼
料
供

給
価
格
（
全
国
全
畜
種
総
平

均
）
を
約
４
２
０
０
円
／
ｔ

値
上
げ
す
る
と
発
表
し
た
。

配
合
飼
料
の
値
上
げ
は
１

年
ぶ
り
と
な
る
。

《
飼
料
情
勢
》

☆
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

生
育
後
期
の
高
温
乾
燥
に

よ
る
単
収
の
低
下
懸
念
や
、

米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸

出
需
要
が
好
調
な
こ
と
な
ど

か
ら
上
昇
し
、
シ
カ
ゴ
定
期

は
８
月
中
旬
の
３
８
０
㌣
／

㌴
か
ら
発
表
当
時
は
４
４
０

㌣
／
㌴
ま
で
上
が
っ
て
い

た
。
今
後
は
、
米
国
産
の
輸

出
需
要
の
動
向
等
が
注
目
さ

れ
る
。

☆
大
豆
粕

１０
月
以
降
、
中
国
に
よ
る

米
国
産
大
豆
の
購
買
に
向
け

た
動
き
が
活
発
と
な
り
、
シ

カ
ゴ
定
期
で
９
月
下
旬
に
は

２
９
０
㌦
／
ｔ
台
だ
っ
た

が
、
発
表
時
は
３
４
０
㌦
／

ｔ
前
後
に
上
昇
し
て
い
た
。

国
内
の
大
豆
粕
価
格
も
、

為
替
円
安
の
影
響
も
あ
り
、

値
上
が
り
が
見
込
ま
れ
る
。

☆
海
上
運
賃

中
国
向
け
の
南
米
産
大
豆

の
輸
送
需
要
が
落
ち
着
い
て

き
た
の
で
、
相
場
は
下
落
し

て
８
月
頃
の
価
格
に
戻
っ
て

き
た
。

☆
外
国
為
替

８
月
中
旬
に
は
１
４
８
円

前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、

１０
月
に
日
本
が
新
政
権
と
な

り
、
日
本
銀
行
に
よ
る
政
策

金
利
の
早
期
利
上
げ
観
測
が

後
退
し
た
こ
と
や
、
１１
月
中

旬
に
は
米
国
で
イ
ン
フ
レ
に

対
す
る
警
戒
感
か
ら
利
下
げ

に
慎
重
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
円
安
が
進

み
、
発
表
時
は
１
５
５
円
前

後
の
推
移
と
な
っ
た
。

今
後
も
、
日
米
の
金
融
政

策
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
代
用
乳
の
価
格
は

４
万
２
０
０
０
円
／
ｔ
の
値

上
げ
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

原
料
の
輸
入
脱
脂
粉
乳
の
産

地
相
場
が
堅
調
な
動
き
と
な

り
、
為
替
も
円
安
傾
向
に
あ

る
こ
と
で
、
３
四
半
期
ぶ
り

の
値
上
げ
と
な
っ
た
。

２０２６年度 畜産物政策価格
加工原料乳生産者補給金単価、

集送乳調整金単価及び総交付対象数量
２０２６年度 前年度比

生産者補給金 ９．１１円／㎏ ＋０．０２円／㎏
集送乳調整金 ２．８３円／㎏ ＋０．１０円／㎏
［関連対策 alic］ ０．０９円／㎏ ＋０．０１円／㎏
合計 １２．０３円／㎏ ＋０．１３円／㎏
総交付対象数量 ３２５万ｔ 据え置き
［関連対策 alic］ ※２５万ｔ ＋７万ｔ
合計 ３５０万ｔ ＋７万ｔ

肉用子牛の保証基準価格及び
合理化目標価格 （円／頭）

２０２６年度 前年度比

保
証
基
準
価
格

黒毛和種 ６００，０００ ＋２６，０００
褐毛和種 ５４７，０００ ＋２４，０００
その他の肉専用種 ３４８，０００ ＋１４，０００
乳用種 １７４，０００ ＋１０，０００
交雑種 ２７４，０００ 据え置き

合
理
化
目
標
価
格

黒毛和種 ４５７，０００ ＋１１，０００
褐毛和種 ４１７，０００ ＋１１，０００
その他の肉専用種 ２６５，０００ ＋６，０００
乳用種 １１９，０００ ＋９，０００
交雑種 ２１６，０００ 据え置き

表 農業総産出額等の推移 （億円）
２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４

農業総産出額 ８８，３８０ ８９，９８４ ９４，９５２ １０７，８０１
△１．１％ １．８％ ５．５％ １３．５％

肉用牛 ８，２３２ ８，２５７ ７，６９６ ７，８６１
１１．５％ ０．３％ △６．８％ ２．１％

豚 ６，３６０ ６，７１３ ７，１９４ ７，５６７
△３．９％ ５．６％ ７．２％ ５．２％

生乳 ７，８６１ ７，９１６ ８，３１０ ８，９３７
０．８％ ０．７％ ５．０％ ７．５％

生産農業所得 ３３，４７８ ３１，０４４ ３２，９２１ ３９，６４９
０．１％ △７．３％ ６．０％ ２０．４％

上段：実額、下段：対前年増減率、△はマイナス
（農水省の資料より）

表１ 家族経営協定の取り決め内容 ２４年度（％）

労働時間・休日 ９５．４

農業経営の方針決定 ９３．３

農業面の役割分担（作業分担、簿記記帳等） ８８．１

労働報酬（日給・月給） ７４．１

収益の配分（日給・月給以外の利益の分配） ６７．４

経営移譲（継承を含む） ５４．３

労働衛生・健康管理 ５０．０

生活面の役割分担（家事、育児、介護） ４６．８

表２ 締結の理由 ２４年度（％）
認定農業者制度の共同申請等のため ２３．７
親世代からの経営継承のため
（経営主の世代交代） ２０．９

新規就農（結婚就農、前職退職等を含む） １６．３
経営発展支援事業活用のため １３．３
就農準備資金・経営開始資金
（旧農業次世代人材投資資金）活用のため １１．５

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
ががががががががががががががががががががががががががががががががが
増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

２６年度
畜産物価格

家
族
経
営
協
定
締
結
農
家
が
増
加

家家
族族
経経
営営
協協
定定
締締
結結
農農
家家
がが
増増
加加

加
工
乳
補
給
金
等
１３
銭
上
げ

加
工
乳
補
給
金
等
１３
銭
上
げ

認
定
農
業
者
制
度
に
共
同
申
請
が
可
能

乳
用
種
子
牛
保
証
基
準
価
格
１
万
円
上
げ

乳
用
種
子
牛
保
証
基
準
価
格
１
万
円
上
げ

（農水省の資料より）

※うち２０万ｔの単価は脂肪分のみ

ＪＡ全農

配
合
飼
料
価
格
が
１
年
ぶ
り
値
上
げ

肉
牛
・
豚
・
生
乳
で
全
て
増
加

１
〜
３
月
期

円
安
と
原
料
価
格
高
騰
で
４
２
０
０
円

２４
年
農
業
総
産
出
額（
畜
産
）
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（
公
社
）
中
央
畜
産
会
は

１２
月
１１
日
、東
京
都
下
で「
全

国
畜
産
縦
断
い
き
い
き
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
大
会
」
を
開
催
し

た
。今
年
の
テ
ー
マ
は
、同
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
２０
周
年
を

記
念
し
、「
い
き
い
き
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
立
２０
周
年
〜
次
世

代
に
つ
な
ぐ
、未
来
へ
〜
」。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
を
含

め
全
９７
名
が
参
加
し
、
全
国

の
畜
産
農
家
の
女
性
が
意
見

交
換
な
ど
を
行
っ
た
。

畜
産
女
性
経
営
者
育
成
研

修
会
で
は
、
農
水
省
の
木
下

雅
由
氏
が
「
海
外
畜
産
事
情

調
査
で
感
じ
た
こ
と
」
と
題

し
て
海
外
の
畜
産
情
勢
等
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
ま

た
、
実
出
席
の
全
参
加
者
が

順
番
に
畜
産
情
勢
や
経
営
に

対
す
る
思
い
を
語
る
２
分
ス

ピ
ー
チ
の
ほ
か
、
い
き
い
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
２０
周
年

を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
の
女

性
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
２５
年
度
の
大
会

宣
言
が
採
択
さ
れ
、
盛
会
裏

に
閉
幕
し
た
。

近
年
、
化
学
農
薬
・
肥
料

の
低
減
や
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
な
ど
環
境
負
荷
の
低
減

を
図
る
取
り
組
み
が
推
進
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
１
つ
に
、

「
み
ど
り
認
定
」
が
あ
る
。

み
ど
り
認
定
と
は
、
２１
年

に
策
定
さ
れ
た
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
実

現
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
み

で
あ
る
。
こ
の
認
定
制
度
は

都
道
府
県
等
の
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
環
境
負
荷
低
減
に

取
り
組
む
生
産
者
を
都
道
府

県
が
認
定
す
る
仕
組
み
だ
。

◇
認
定
を
受
け
る
メ
リ
ッ

ト
と
は
？

み
ど
り
認
定
を
受
け
る

と
、
①
様
々
な
国
庫
補
助
金

の
採
択
で
優
遇
②
設
備
投
資

の
際
の
所
得
税
・
法
人
税
の

優
遇
③
農
業
改
良
資
金
の
無

利
子
融
資
④
畜
産
経
営
環
境

調
和
推
進
資
金
（
メ
タ
ン
の

排
出
抑
制
・
良
質
な
堆
肥
の

供
給
に
資
す
る
堆
肥
化
施
設

等
の
整
備
を
支
援
す
る
長
期

低
利
資
金
）
の
融
資
―
な
ど

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

①
：
補
助
事
業
の
活
用
に

当
た
っ
て
は
審
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
が
、
み
ど
り
認

定
を
受
け
る
と
そ
の
審
査
に

当
た
っ
て「
採
択
ポ
イ
ン
ト
」

の
加
算
な
ど
が
さ
れ
る
。

②
：
「
み
ど
り
投
資
促
進

税
制
」は
、化
学
農
薬
・
肥
料

の
低
減
に
資
す
る
機
械
等
を

導
入
し
た
場
合
の
特
別
償
却

に
よ
り
、
導
入
当
初
の
税
負

担
を
軽
減
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
の
改
善
が
で
き
る
。

こ
の
特
別
償
却
は
、
認
定

を
受
け
る
前
に
機
械
等
を
取

得
す
る
と
適
用
を
受
け
ら
れ

な
い
た
め
、
注
意
が
必
要
。

特
例
の
対
象
と
な
る
機
械
等

の
取
得
期
限
は
、
当
初
の
予

定
か
ら
延
長
さ
れ
、
２８
（
令

和
１０
）
年
度
末
が
期
限
と
な

る
見
込
み
だ
。

③
：
み
ど
り
認
定
を
受
け

経
営
改
善
に
取
り
組
む
農
業

者
は「
農
業
改
良
資
金
」（
借

入
限
度
額
：
個
人
５
０
０
０

万
円
、
法
人
・
団
体
１
億
５

０
０
０
万
円
、
償
還
期
間
：

１２
年
以
内
、
無
利
子
）
が
活

用
で
き
る
。

◇
農
協
単
位
で
の
申
請
も

可
能所

属
す
る
農
協
の
組
合
員

で
ま
と
ま
っ
て
取
り
組
む
場

合
に
は
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て

認
定
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

る
。
同
じ
品
目
・
同
じ
取
り

組
み
を
し
て
い
る
生
産
者
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
そ
の

代
表
者
１
人
で
申
請
し
て
手

続
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
共

通
部
分
の
記
載
は
省
略
で
き

る
な
ど
、
申
請
手
続
き
の
簡

素
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
住
民
と
の

協
議
を
重
ね
、
地
域
単
位
で

「
特
定
区
域
」を
設
定
し
、
こ

の
中
で
認
定
を
受
け
る
と
、

対
象
と
な
る
補
助
金
の
種
類

が
よ
り
増
え
る
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

◇
み
ど
り
認
定
が
必
須
の

補
助
金
も

２７
年
度
に
新
た
に
創
設
予

定
の
環
境
直
接
支
払
い
は
、

み
ど
り
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
必
須
要
件
と
な
る
。

ま
た
、
認
定
を
受
け
る
た

め
の
書
類
は
県
ご
と
に
様
式

が
異
な
る
。
「
○
○
県

み

ど
り
認
定
」
と
検
索
す
る
と

申
請
窓
口
・
推
奨
技
術
な
ど

に
到
達
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
み
ど
り
認

定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

採
択
時
に
加
算
ポ
イ
ン
ト
を

得
る
こ
と
等
が
で
き
て
い
る

補
助
事
業
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

と
お
り
。

※
こ
れ
に
似
た
制
度
で

「
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
が

あ
り
、
両
方
へ
の
申
請
・
参

加
は
可
能
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

申
請
が
必
要
と
な
る
。

（
上
図
は
農
水
省
資
料
を
参

考
に
作
成
）

農
水
省
は
１２
月
１９
日
、

「
２５
年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ

ー
ス
」
を
発
表
し
た
。
１
年

間
に
農
業
関
係
の
新
聞
記
事

で
注
目
を
集
め
た
、
大
学
や

公
立
試
験
研
究
機
関
・
国
立

研
究
開
発
法
人
な
ど
の
研
究

成
果
の
う
ち
、
内
容
が
優
れ

社
会
的
関
心
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
成
果
１０
課
題
を
農
業

技
術
ク
ラ
ブ
（
本
紙
を
含
む

農
業
関
係
専
門
紙
・
誌
な
ど

３０
社
が
加
盟
）
に
よ
る
投
票

で
選
定
し
た
も
の
。２５
年
は
、

コ
メ
の
害
虫
防
除
や
レ
ー
ザ

ー
を
用
い
た
新
技
術
な
ど
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
１０
大
ニ

ュ
ー
ス
は
次
の
と
お
り
。

①
地
下
ま
で
効
く
！
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
防
除
技

術
―
ま
ん
延
を
防
い
で
、
生

産
者
の
負
担
を
軽
減
（
農
研

機
構
）＝
本
紙
８
０
８
号（
８

月
号
）
で
紹
介

②
農
業
を
守
る
光
の
力
：

ド
ロ
ー
ン
で
鳥
獣
害
対
策
に

革
新
―
自
動
航
行
と
レ
ー
ザ

ー
照
射
で
広
範
囲
を
ス
マ
ー

ト
防
御
（
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ｅ
―

Ｄ
ｒ
ｏ
ｎ
ｅ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
等
）

③
日
本
初
の
有
人
監
視
型

自
動
運
転
草
刈
機
―
安
全
・

効
率
・
省
力
化
を
実
現
す
る
、

見
守
る
だ
け
の
草
刈
作
業

（
㈱
ア
テ
ッ
ク
ス
）

④
温
暖
化
時
代
の
果
樹
適

地
予
測
マ
ッ
プ
―
持
続
可
能

な
果
樹
生
産
に
貢
献
（
農
研

機
構
）＝
本
紙
８
０
４
号（
４

月
号
）
で
紹
介

⑤
赤
色
レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
オ

ー
ド
が
植
物
の
成
長
を
促
進

―
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
超
え
る
「
次
世

代
の
光
源
」
の
効
果
を
世
界

で
初
め
て
確
認（
東
京
大
学
）

⑥
赤
い
果
実
は
太
陽
を
浴

び
た
証

ぶ
ど
う
新
品
種

「
サ
ニ
ー
ハ
ー
ト
」
登
場
―

ハ
ー
ト
の
よ
う
な
果
実
を
口

に
含
め
ば
、
味
わ
い
新
感
覚

（
農
研
機
構
）
＝
本
紙
８
０

８
号
（
８
月
号
）
で
紹
介

⑦
モ
モ
の
樹
の
動
画
を
用

い
て
Ａ
Ｉ
が
水
分
状
態
を
診

断
―
初
心
者
で
も
簡
単
、
正

確
に
か
ん
水
タ
イ
ミ
ン
グ
を

判
断
（
農
研
機
構
）

⑧
海
水
か
ら
肥
料
原
料
を

確
保
！
―
肥
料
原
料
の
国
産

化
で
食
料
安
全
保
障
に
貢
献

（
産
総
研
）

⑨
「
コ
メ
ク
ト
」
始
動
！

Ｄ
Ｘ
で
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を

ス
マ
ー
ト
化
―
反
収
も
品
質

も
見
え
る
化
、
利
益
改
善
に

貢
献
（
㈱
サ
タ
ケ
）

⑩
ダ
イ
ズ
・
根
粒
菌
共
生

系
で
温
室
効
果
ガ
ス
Ｎ
２

Ｏ

を
削
減
―
開
発
し
た
共
生
系

に
よ
り
Ｎ
２

Ｏ
排
出
量
を
７４

％
削
減
（
農
研
機
構
等
）

山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
の

ふ

じ

が

ね

富
士
ヶ
嶺
開
拓
は
、
富
士
山

の
北
西
麓
で
本
栖
湖
の
南
に

位
置
す
る
。
標
高
８
８
０
〜

１
２
６
０
ｍ
の
起
伏
の
多
い

高
冷
地
だ
。

４６
年
か
ら
開
拓
が
始
ま

り
、
増
反
者
や
満
州
開
拓
か

ら
の
引
揚
者
な
ど
３
６
０
戸

が
入
植
し
た
。

当
初
は
、
見
渡
す
限
り
一

か
や

面
萱
の
生
い
茂
っ
た
荒
地
だ

っ
た
。
中
で
も
一
番
苦
労
し

た
の
が
水
の
確
保
だ
っ
た
。

開
拓
地
内
に
は
若
干
の
湧
き

水
は
あ
っ
た
も
の
の
、
晴
天

が
続
け
ば
た
ち
ま
ち
枯
渇
し

て
し
ま
う
ほ
ど
の
水
量
だ
っ

た
。
地
下
水
探
査
も
行
わ
れ

た
が
、
地
下
水
は
無
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

雨
水
利
用
し
か
方
策
が
無

く
、
雨
の
日
に
は
あ
ら
ゆ
る

も
の
に
雨
水
を
溜
め
、
一
滴

で
も
多
く
水
の
確
保
に
努
め

た
。ど

う
し
て
も
水
は
必
要
な

の
で
、
水
源
を
本
栖
湖
に
求

め
、
水
道
が
完
成
し
た
の
は

６５
年
で
、
２０
年
に
及
ぶ
水
問

題
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

入
植
当
初
か
ら
大
根
の
生

産
は
好
調
で
、
高
冷
地
な
の

で
他
産
地
よ
り
早
く
出
荷
が

で
き
て
味
も
良
い
こ
と
か
ら

「
富
士
ヶ
嶺
大
根
」
は
人
気

を
博
し
た
。

４８
年
に
富
士
豊
茂
開
拓
農

協
が
設
立
さ
れ
、
酸
性
土
壌

改
良
事
業
な
ど
が
行
わ
れ

た
。し

か
し
、度
重
な
る
冷
害
、

風
害
に
よ
り
、
入
植
者
が
１

５
０
戸
ま
で
減
少
し
、
５４
年

頃
よ
り
営
農
形
態
が
酪
農
に

移
行
し
て
い
っ
た
。

６１
年
に
、
畜
産
主
産
地
形

成
事
業
の
実
施
計
画
が
策
定

さ
れ
、
草
地
改
良
や
乳
牛
導

入
事
業
な
ど
が
農
協
主
体
で

行
わ
れ
、
酪
農
発
展
の
礎
石

と
な
っ
た
。

７８
年
に
は
入
植
３０
周
年
を

記
念
し
て
巨
大
な
「
開
拓
之

碑
」が
、９６
年
に
は
「
五
十
周

年
記
念
」碑
が
、現
ク
レ
イ
ン

農
協
富
士
豊
茂
支
店
の
北
側

に
あ
る
丘
に
建
て
ら
れ
た
。

「
み
ど
り
認
定
」と
は
？

「
み
ど
り
認
定
」と
は
？

認
定
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介

認
定
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介

ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ

地
下
ま
で
防
除

水稲水稲

２５
年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ
ー
ス

山梨県富士河口湖町・富士ヶ嶺開拓

水不足の脅威から酪農地帯へ

全
国
の
畜
産
女
性
が
情
報
交
換

写真提供：（公社）中央畜産会

畜
産
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２０
周
年
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（公社）中央畜産会は１１月２８日、東
京都下で「２５年度全国優良畜産経営管
理技術発表会」を開催した。京都府船
井郡京丹波町「胡麻地区」の戦後開拓
酪農家、㈱ミルクファームすぎやまが、
「先進技術とこだわりの技で牛、人、
町の幸せがギュッと詰まった酪農経営
―父の夢を兄妹で実現 さらに飛躍す
る酪農を目指して―」と題して発表し、
優秀賞・畜産局長賞を受賞した。発表
の内容を紹介する。

ゆ う す け

◇現経営主の杉山裕亮さんの祖父が
５０（昭和２５）年に同地に入植。５８（昭
和３３）年頃に乳牛を導入し、近隣の牧
場と酪農団地を形成。後に裕亮さんの
父・明さんが就農し、「酪農を後継者
が育つ憧れの職業にする」という目標
を掲げ、着実に経営規模を拡大。９２（平
成４）年に搾乳牛１００頭規模のフリース
トール牛舎を新築、その後１５０頭規模に
まで拡大したが、明さんに病気が見つ
かったため、急遽、０６（平成１８）年に
裕亮さんが帰郷。酪農は未経験だった
が、父から経営を学んだ。

ま き

１３（平成２５）年には妹の牧さんも帰
郷し、牧場に隣接したチーズ工房を新
設。製造から販売まで一貫したチーズ

の生産を開始した。１４（平成２６）年に
は牧場とチーズ工房を経営する㈱ミル
クファームすぎやまを設立。兄妹二人
三脚で、祖父から続く牧場を受け継い
だ（写真１）。
◇町内の耕種農家と連携し、有機堆
肥を生産し、耕種農家からは稲WCS
の供給を受け、資源循環型農業を実現
している。現在の経営規模は、パーラ
ー搾乳６０頭、赤外線カメラとロボット
アームで搾乳するロボット搾乳５０頭の
計１１０頭ほど。草地は１５ha。ロボット搾
乳では常時乳量等が測定され、毎日デ
ータが蓄積されている。これらのデー
タはスマホからいつでもどこでも確認
できる。
「牛を大切に」をモットーに水槽の
清掃や牛舎掃除などを徹底。体細胞数
は２０万個／ml 以下を維持している。ま
た、牛の頸部に万歩計を装着（写真

２）。１日の歩数管理を
行い、夜間の発情兆候の
確認に活用。牛舎の屋根
に太陽光パネルを設置す

ふ く し ゃ ね つ

ることにより、輻射熱を
低減させ、電力会社に売
電もしている。
牧さんはチーズの製造
に当たっては、牛乳の風
味を損なわないよう努め
ている。「日本の食卓に
合うチーズ」を探求し、
地元住民・観光客にも愛
されるチーズは、牧場の
乳製品の売上げの半分を
占めている。京阪神や東
京の小売店、有名イタリ
アンレストランでも取り
扱われるなど、京丹波ブ
ランドの知名度向上にも
貢献している（写真３）。
◇裕亮さんは京都府の
農林水産業人材確保育成
戦略会議の委員を務めており、京都府
立農芸高校の進路トークセッションに
参加するなど、次世代を担う人材の育
成にも努めている。
今後の裕亮さん・牧さん兄妹が目指
す経営は、耕種農家との連携を更に強
め、稲WCS等の飼料作物の増産に努
めることと、新商品の開発など加工部
門を発展させることだ。

オルテックジャパン合同会社は、１２
月２日、「オルテック酪農セミナー」
をオンラインで開いた。その中から、
獣医師・大塚優磨氏による「離乳後の
健康性と発育を最大化する飼養管理」
と題する発表内容を紹介する。
同氏は「育成期間の管理は、農場の
未来の資産を理想の状態にする重要な
期間」と説明。現在の若い世代の牛は
遺伝能力が高いため、母牛となる牛の
育成期の管理を徹底することによる、
母牛→後継牛の世代間の好ループの構
築が重要だと強調した。コストパフォ
ーマンスと発育を鑑み、最も飼料効率

が良いのは「３～６ヵ月齢の時期」と
解説。また、離乳後の発育が初産時の
乳量と相関があり、「D.G.≧０．９㎏／日
が望ましい」と説明した。受胎してか
ら７ヵ月までの大きすぎる増体は、初
産乳量の低下に繋がる負の相関がある
ため、離乳移行期～育成期を適切に発
育させることが重要だと強調した。
育成期の飼養には、「体重・腹胸比
・ＲＭＳ（ルーメンマットスコア）」
の測定が重要だと説明。測定なしに管
理はできないと訴え、体高・腹囲・肋
の張りなどを把握することが、授精開
始にも有効だと説明した（写真）。

鹿児島大学と大隅
総合開発期成会が１２
月９日に共催した
す く ら ぶ

SKLV セミナーで、
な んしゅん

鹿児島県立楠隼高等
学校の生徒、奥村洸
紀さん・末利仁さん
・谷口文太さんが、
「笑竹Buyプロジェ
クトとは？～竹由来
飼料で畜産支援～」
と題して発表を行った。
同発表は、大阪・関西万博で８月４
日に開催された「高校生未来健康ビジ
ネスコンテスト２０２５」でも発表されて
おり、同コンテストで最優秀ビジネス
プラン賞を獲得している。
放置竹林問題をビジネスに：鹿児島
県は、竹林面積が全国第１位の１万
８０００ha にのぼる。管理コストがかかる
などにより、「放置竹林」が問題とな
っている。一方、生徒らは、地域の基
幹産業である畜産業が飼料などの資材
費の高騰に苦しんでいる状況を知り、
①放置竹林→②竹チップ→③畜産農家
→④肥料→⑤作物農家へと放置竹林が

活かせる逆転の発想からのビジネスプ
ランを構想した。
牛の飼料・敷料に：放置竹林を伐採
→その場で粉砕→トラックに乗せるこ
とで、輸送効率を UP する方法を考
案。牛の飼料・敷料として利用するこ
とを目指している（写真）。竹飼料は
可消化養分総量（TDN）がトウモロコ
シと比べて低いことから、竹同様に本
来廃棄される酒粕との混合給与による
活用を模索している。また、敷料につ
いては、竹チップとオガクズの比較を
室内で行った。今後、消臭性や抗菌性
についても実験することを検討中との
ことだ。

兄妹で地域をけん引
京都府京丹波町 ㈱ミルクファームすぎやま

（写真１）中央は裕亮さん・牧さん兄妹。牧場とチーズ工房の仲間と
（写真２）頸部（首）に万歩計を装着。発情管理に活用している

（写真３）牧さんが生産・販売を手がけるチーズ
㈱ミルクファームすぎやまの発表資料から

育成期の管理徹底で未来の資産守る 放置竹林の竹を飼料・敷料に
オルテック酪農セミナー 高校生がビジネスプラン考案

鹿児島県立楠隼高校の発表資料から

大
塚
氏
の
発
表
資
料
か
ら



開 拓 情 報2026年（令和8年）1月15日 第813号 （6）（毎月１回１５日発行）

農水省が１２月に公表した「２６年度夏
秋野菜等の需給ガイドライン」による
と、ほとんどの品目で２４年実績より需
要量の増加が見込まれている。
同ガイドラインは、野菜価格安定制
度の登録生産者や登録出荷団体が、夏
秋野菜などの供給計画を作成する際の
目安として、年２回、次期作の需要量、
供給量、作付面積に関して作成されて
いる。今回は、２６年６月から２７年３月
までに出荷される夏秋野菜等１３品目に

ついて推計している。
なお、今回のガイドラインから、新
たに指定野菜に指定された夏秋ブロッ
コリーも追加されている。

〈需要量〉
過去１０年間の１人当たり需要量（純
食料ベース＝野菜の芯など、通常食さ

ない部分を除いた量）の推移から、１
人当たり需要量を推計し、これに当該
年次の推計人口を掛け算し、実績の需
給バランスも考慮して表のように見込
んだ。
２４年実績より増加が見込まれるのは

１１品目で、夏秋キュウリが５．８％増、秋

冬サトイモが４．５％増、秋冬ネギが
４．３％増などとなっており、多くの品目
で増加が見込まれている。減少が見込
まれるのは夏秋レタスの１．２％減のみ
となっている。

〈国内産供給量〉
国内産供給量は、供給量（輸入量含
む）を基に、輸入動向を勘案して推計
している。２４年実績より増加が見込ま
れるのは１１品目で、夏秋ピーマンが
６．３％増、夏秋キュウリが５．８％増、秋
冬ネギが５．３％増などとなっている。減
少が見込まれるのは、夏秋レタスの
１．３％減のみとなっている。

〈作付面積〉
作付面積は、国内産供給量を過去１０
年の単収の推移から推計した単収で割
り算することで算出しており、全国の
作付面積の指標となる。２５年度ガイド
ラインに比べ、ミニトマトと夏秋レタ
スを除く１０品目で減少し、夏秋レタス
のみ若干増加している。
なお、夏秋キュウリ、夏秋トマト（大
玉・ミニ）、夏秋ピーマンなど一部品
目については、昨年夏季の高温の影響
等により出荷が減少し高値傾向となっ
たことから、直近作付面積実績を上回
る作付面積の指標が提示されている。

農水省は１２月２３日、「２４年農業総産
出額及び生産農業所得」を公表した。
それによると、農業総産出額は、米
や野菜の価格が上昇したことなどか
ら、前年に比べ１兆２８４９億円（１３．５％）
増加し、１０兆７８０１億円となった。９６年以
来、２８年ぶりに１０兆円台に達した。
また、生産農業所得は、農産物の価
格が上昇したこと等から、前年より
６７２８億円（２０．４％）増加し、３兆９６４９億
円となった。
ここでは、米、イモ類、野菜、果実、茶

の５品目の産出額について紹介する。
【米】

産出額は、前年より１兆３３１億円
（６８．０％）増加し、２兆５５２４億円と大幅
な増加となった。主食用米の価格が高
騰したことが要因とみられる。
主食用米の相対取引価格の推移をみ
ると、２３年は玄米６０㎏当たり１万５３１５
円（５㎏当たり１２７６円）だったのが、
２４年は２万５１７９円（５㎏当たり２０９８円）
に急上昇している。

【イモ類】
産出額は、前年より２６４億円（１１．５％）
増加し、２５６５億円となった。バレイショ
において春の多雨、夏の高温などの影
響で生産量が減少し、価格が上昇した
ことなどが影響したものとみられる。

【野菜】
産出額は、前年より２２６７億円（９．８％）
増加し、２兆５５１０億円となった。これ
は、キャベツ、レタス、ハクサイなど
で夏の高温等の影響で生産量が減少
し、価格が上昇したことなどが影響し
たものとみられる。なお、野菜の収穫
量と価格指数の推移をみると、収穫量
が減少傾向にあるのに対し、２２年から
価格指数は上昇傾向にある。

【果実】
産出額は、前年より５２２億円（５．４％）
増加し、１兆１１２億円となった。これは、
夏の高温等の影響で、ミカンの生産量
が減少したこと、リンゴでは２年連続
で生産量が少なかったことなどによ
り、様々な品目の価格が上昇したこと
などが影響したものと考えられる。

なお、ミカン・リンゴの収穫量と価
格指数の推移をみると、収穫量減少に
対し価格指数は上昇している。

【茶】
産出額は、前年より１億円（０．２％）

減少し、４４２億円となった。三番茶以降
の価格が上昇した一方で、一番茶の価
格が低下したことや、二番茶の生産量
が減少したことなどが影響したとみら
れる。

今年も、大規模な林野火災が発生
しており、気象庁・消防庁・林野庁
はこの１月から、記録的な少雨時に
火の取り扱いに対する注意喚起を行
う新たな取り組みを始める。
具体的には、①「少雨に関する気
象情報」を利用した林野火災への注

意喚起、②臨時の記者会見の開催、③
林野火災予防ポータルサイトの開設、
④ＳＮＳ等による情報発信の強化－と
いった取り組みが行われる。
また、乾燥した日が続くなど林野火
災の危険が高まっている期間中に、市
町村による「林野火災注意報」や「林

野火災警報」を発令する運用が１月１
日より順次始まっている。警報発令中
はたき火などの行為が禁止され、違反
した場合は３０万円以下の罰金が科せら
れる場合がある。
冬は空気が乾燥して風が強いなど、
大きな火災に繋がりやすい。取り返し
のつかない火災を起こさないよう、野
焼きなど、火の取り扱いには十分に注
意したい。

表 農業総産出額等の推移（野菜等）
（億円）

２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４

農業総産出額
８８，３８０ ８９，９８４ ９４，９５２ １０７，８０１
△１．１％ １．８％ ５．５％ １３．５％

米
１３，６９９ １３，９４６ １５，１９３ ２５，５２４
△１６．６％ １．８％ ８．９％ ６８．０％

イモ類
２，３５８ ２，１９９ ２，３０１ ２，５６５
△０．５％ △６．７％ ４．６％ １１．５％

野菜
２１，４６３ ２２，２９４ ２３，２４３ ２５，５１０
△４．７％ ３．９％ ４．３％ ９．８％

果実
９，１５９ ９，２３２ ９，５９０ １０，１１２
４．８％ ０．８％ ３．９％ ５．４％

茶
４９５ ４７１ ４４３ ４４２

２１．０％ △４．８％ △５．９％ △０．２％

生産農業所得
３３，４７８ ３１，０４４ ３２，９２１ ３９，６４９
０．１％ △７．３％ ６．０％ ２０．４％

上段：実額、下段：対前年増減率、△はマイナス （農水省の資料を基に作成）

２０２６年度需給ガイドライン （㌧、ha、％）

種別
需要量（純食料） 国内産供給量 作付面積

２４年実績 ２４年比 ２４年実績 ２４年比 ２５年度
ガイドライン ２５年比

夏秋キャベツ ３３７，８００ ３３１，６０３ １０１．９ ４７３，３００ ４６６，４００ １０１．５ ９，６７０ ９，７００ ９９．７
夏秋キュウリ ２４１，５００ ２２８，２２９ １０５．８ ２５６，０００ ２４１，９００ １０５．８ ７，１３０ ７，１９０ ９９．２
秋冬サトイモ １２４，７００ １１９，３５０ １０４．５ １２３，７００ １１８，８００ １０４．１ ９，２６０ ９，６００ ９６．５
夏ダイコン １７０，３００ １６９，８４７ １００．３ １９６，０００ １９４，９００ １００．６ ４，８９０ ５，２００ ９４．０
夏秋トマト ２３５，２００ ２２６，７６１ １０３．７ ２８０，６００ ２７０，７００ １０３．７ ６，７４０ ６，９４０ ９７．１
うち大玉トマト １８８，５００ １８１，１０７ １０４．１ ２２４，９００ ２１６，２００ １０４．０ ５，２２０ ５，４２０ ９６．３
うちミニトマト ４６，７００ ４５，６５４ １０２．３ ５５，７００ ５４，５００ １０２．２ １，５２０ １，５２０ １００．０
夏秋ナス １４９，８００ １４８，６６７ １００．８ １７２，６００ １７１，３００ １００．８ ６，６１０ ６，６９０ ９８．８
秋ニンジン ２４０，４００ ２３６，３４７ １０１．７ １８７，７００ １８５，３００ １０１．３ ５，０００ ５，０２０ ９９．６
秋冬ネギ １９８，１００ １９０，０１２ １０４．３ ２５４，８００ ２４１，９００ １０５．３ １３，３００ １３，６００ ９７．８
夏ハクサイ １２３，６００ １２３，２１４ １００．３ １５４，５００ １５４，１００ １００．３ ２，１７０ ２，２４０ ９６．９
夏秋ピーマン ６２，８００ ６０，０５４ １０４．６ ６８，９００ ６４，８００ １０６．３ ２，２００ ２，２６０ ９７．３
夏秋ブロッコリー ４７，３００ ６６，５００ ６，８２０
夏秋レタス ２０５，５００ ２０７，９９１ ９８．８ ２５２，３００ ２５５，５００ ９８．７ ８，１７０ ８，１１０ １００．７

（農水省の資料を基に作成）

需要量 キュウリやピーマンなど多種増加需要量 キュウリやピーマンなど多種増加
２６年度 夏秋野菜等の需給ガイドライン２６年度 夏秋野菜等の需給ガイドライン

米・野菜価格上昇で２８年ぶり１０兆円台
２４年農業総産出額（野菜等）

林野火災予防の取り組み始まる
違反行為には罰則
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乳用種のみで発動
牛マルキン１１月分

農水省は１２月１９日、「２４年肉用牛生
産費」「２４年牛乳生産費」「２４年肥育
豚生産費」を公表した。乳用雄育成牛
で素畜費が前年より増加した影響で生
産費が４．７％増加したが、その他の全
畜種の生産費は前年より減少してい
る。

○乳用雄肥育牛○
全算入生産費（１頭当たり）は５５万

３８４７円（前年比７．５％減）となった。物
財費のうち、飼料費が２９万２２１円（４．５％
減）、素畜費が１９万８４７８円（１３．５％減）
など、コストが大幅に減少したことが
影響している。
１頭当たり販売価格（販売時月齢

１８．９ヵ月齢、前年比０．５％減）は、４８万
５７４０円（４．１％減）と値下がりした。１
経営体当たり販売頭数も２００．９頭
（９．６％減）と大きく減少している。

○交雑種肥育牛○
全算入生産費は８１万８７２１円（３．７％

減）だった。物財費のうち、飼料費が
４０万４４８５円（２．４％減）と減少したほか、
素畜費も３２万８５４６円（７．４％減）と大き
く減少したことが影響している。
１頭当たり販売価格（２５．８ヵ月齢、

０．４％減）は、７９万９１５０円（７．４％増）と
大きく値上がりした。一方、１経営体
当たり販売頭数は１５０．０頭（１．６％減）と
減少した。

○子牛（肉専用種）○
全算入生産費は８５万２３４５円（１．４％

減）となった。物財費のうち、飼料費

が３３万４６８７円（４．０％減）と減少したこ
と等が影響している。
１頭当たり販売価格（９．４ヵ月齢、増
減なし）は、５２万１０１６円（３．８％減）と
値下がりした。
○去勢若齢肥育牛（肉専用種）○
全算入生産費は、１３７万５２６４円（６．３％
減）となった。物財費のうち、素畜費
が７１万３４００円（１０．９％減）と大幅に減少
したほか、飼料費も４７万９０８５円（２．０％
減）と減少したことが影響している。
１頭当たり販売価格（２９．７ヵ月齢、

０．３％減）は、１２８万９２３３円（１．０％減）
と値下がりした。１経営体当たり販売

頭数は３９．６頭（２．７％減）と減少した。
○搾乳牛○

全算入生産費は１００万８７５９円で、前年
より２．３％減少した。物財費の内訳を見
ると、飼料費が５６万３５３７円（１．３％減）、
乳牛償却費が１２万５４９３円（１２．６％減）な
どと減少しており、費用合計は１０７万
５９２６円（１．５％減）だった。
搾乳牛１頭当たり生乳価額は１１０万

３０６９円｛７．５％増（実搾乳量９０３９㎏）｝、
スモールの価格は８万６６７３円（７．３％
増）と、ともに値上がりした。

○肥育豚生産費○
全算入生産費は４万５７１５円で前年よ
り０．２％減少した。物財費のうち、飼料
費が３万７２円で２．６％減少した。１頭当
たり販売価格は４万５９３７円で７．３％の
増加となった。販売価格は２２年から増
加傾向にある。

肉牛出荷頭数の増減は、枝肉相場を
左右する大きな要素である。（独）家
畜改良センターの「牛個体識別情報月
齢別飼養頭数（２５年１１月末時点）」（以
下、個体識別記録）などを基に、今年
の品種別出荷頭数を本紙で予測した。

〈乳去勢〉
乳去勢の年間出荷予測頭数は約１０万

６３００頭で、前年に比べ１．１％の増加を見
込む。個体識別記録によると、乳用種
全体の飼養頭数は年々減少傾向にあ
る。しかし、今年に限っては出荷月齢
に適した乳雄の頭数が昨年度実績より
増えていること、手頃な商品として乳
用種の引き合いが強いことから、と畜
頭数は増加すると予想した。
月別の出荷予測は、１～３月が平均
約８５００頭、４月が大型連休前であるこ
とを考慮し約９３００頭を見込む。７月は
約９４００頭を見込み、その後は約８９００頭
前後で推移するとみられる。最需要期
である１１～１２月だが、出荷時期に適し
た月齢の在庫頭数が落ち込んでいるた
め、平均約８７００頭程度と予測する。

〈交雑種〉
交雑種の年間出荷予測頭数は、約２５
万３１００頭と、前年より若干減少すると
見込む。去勢が約１３万２４００頭で３．４％
減、雌が約１２万７００頭で０．９％増とみら
れる。個体識別記録によると、総飼養
頭数は５２万７５５２頭と、前年より４．０％減
少している。
月別の出荷予測頭数（去勢・雌合計）
は、１～３月が平均約１万９６００頭、４
月は大型連休前であることを考慮し約
２万２２００頭に達すると予測する。７月
は約２万２３００頭と見込む。その後は約
２万６００頭前後で推移すると見込まれ、
最需要期である１１～１２月は平均約２万
４１００頭ほどと予測する。

〈黒毛和種〉
黒毛和種の年間出荷予測頭数は、合
計で約５３万１００頭と、前年に比べ３．７％
減少の見込み。去勢が約２９万７５００頭で
５．８％増、雌が約２３万２６００頭で１３．５％減
とみられる。個体識別記録によると、
総飼養頭数は１６５万９６７４頭と前年より
４．８％減少しており、特に雌の飼養頭数

の減少が目立っている。
月別の出荷予測（去勢・雌合計）は、
１～３月が平均約３万９２００頭、４月は
約４万５６００頭に達すると予測される。
７月は約４万９７００頭と見込まれる。そ
の後は約４万２５００頭前後で推移すると

みられ、最需要期である１１～１２月は平
均約５万３５００頭と予測する。
なお、出荷月齢は、乳去勢は２０ヵ月
齢、交雑去勢及び雌は２６ヵ月齢、黒毛
和種去勢は２８ヵ月齢、黒毛和種雌は３０
ヵ月齢に設定して予測した。

農畜産業振興機構は１月９日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の交付金単価（２５年１１月分、概
算払い）を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的
生産費を下回ったため、交付が行わ

れる。交雑種は先月に引き続き、肉専
用種は２２年６月分以来、３年５ヵ月ぶ
りに１県も発動が無かった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が１万７４９９．８円（前月は２７１７．３円、概
算払い）となっている。
前月分と比べ、乳用種は素畜費が増
加したこと等により交付金は増額とな
った。

２０２４年 肉用牛・牛乳・肥育豚生産費（１頭当たり） （円、％）

区分 乳用雄肥育牛 交雑種肥育牛 肉専用種 搾乳牛 肥育豚子牛 去勢若齢肥育牛
金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

物 財 費 ５３５，０４４ △７．７ ７８４，０７１ △４．０ ５７１，０５３ △１．０ １，２７８，７４４ △６．９ ９０８，７００ △２．１ ３９，７４６ △１．８
うち素畜費 １９８，４７８ △１３．５ ３２８，５４６ △７．４ ７１３，４００ △１０．９
うち飼料費 ２９０，２２１ △４．５ ４０４，４８５ △２．４ ３３４，６８７ △４．０ ４７９，０８５ △２．０ ５６３，５３７ △１．３ ３０，０７２ △２．６

うち光熱水料費 １１，３２９ ３．９ １０，７１４ ５．３ １７，０２４ ２．３ １７，４６２ ８．３ ３７，８１２ ２．５ ２，０４４ ０．６
うち敷料費 １８，９１３ １．３ １２，２１７ ３．２ １２，２１５ １５．８ １２，３７０ １．２ １３，８１９ ２．５ １１９ △１６．８

労 働 費 ２０，５２０ ２．７ ３７，０３８ ４．６ ２１５，１４３ ０．２ ９３，８８３ ５．７ １６７，２２６ １．８ ６，０６１ １１．８
費 用 合 計 ５５５，５６４ △７．３ ８２１，１０９ △３．６ ７８６，１９６ △０．７ １，３７２，６２７ △６．１ １，０７５，９２６ △１．５ ４５，８０７ △０．２
生 産 費
（副産物価額差引） ５４９，２８０ △７．４ ８０８，４５１ △３．８ ７５３，９１１ △０．５ １，３５８，７１４ △６．４ ９６７，４１６ △２．４ ４４，７９１ △０．３

全 算 入 生 産 費 ５５３，８４７ △７．５ ８１８，７２１ △３．７ ８５２，３４５ △１．４ １，３７５，２６４ △６．３ １，００８，７５９ △２．３ ４５，７１５ △０．２
農水省の資料から作成

２４年 肉牛・牛乳・豚生産費
ホル雄育成牛以外の全畜種で減少
コスト減も販売頭数減目立つ

乳去増加、交雑・和牛は減少か
各品種の総飼養頭数減少続く

２６年 肉牛出荷予測頭数２６年 肉牛出荷予測頭数
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

㈱北海道チクレンミートは、本社（札
ア ツ ヒ ガ

幌市）１階に「ATSUHIGA 精肉店
ク ッ ク

�COOK�」を出店している。毎週土
曜日のみの営業だが、多くの消費者が
訪れている。ATSUHIGAは地区名の
厚別東からきている。COOKという店
名は、「お客様がお肉を上手に調理す
る料理人であり、毎日の料理を楽しく、
笑顔を増やしたい」という思いがこも
っている。
同社は、北見市にと畜解体の北見食
肉センターと、部分肉・内臓製造の北
見工場、札幌市に主に食肉製品製造の

札幌工場があり、COOKは札幌工場の
すぐ近くだ。
系列の北海道チクレン農協連が育て
たブランド牛「キタウシリ」（乳用種
去勢牛）を前面に、工場直送の新鮮な
牛肉と、この直送システムだからこそ
できる牛内臓の販売を行っている。
牛肉も内臓もほとんどがチルドで、
昔の肉屋のように量り売りをしてお
り、消費者の細かいニーズにも対応し
ている。新鮮で美味しい赤身肉や内臓
は、舌の肥えた北海道民をもうならせ
ている。

交雑種は不需要
期も底堅い動き
で乗り切るか

日本初の女性総理が誕生し、積極財
政を掲げている。何としても景気回復
を実現し、牛肉需要が大いに伸びる年
となってもらいたい。
【乳去勢】１２月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１１９４円（前年同月比９８％）
となり、前月より６円下がった。
１月に入っても頭数は減少傾向だ

が、価格は高止まりの状況となってお
り、もちあいでの推移が続きそう。
【Ｆ₁去勢】１２月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
４が１８０９円（同１０１％）、Ｂ３が１６５７円
（同１０１％）、Ｂ２が１５２０円（同１０２％）
だった。前月に比べ、Ｂ４が６６円増、
Ｂ３が４３円増、Ｂ２も２２円増と、好調

な動きとなった。
年が明けると、第１週目はＢ３で

１６００円台を維持しており、今後は不需
要期となるが、底堅い動きか。
【和去勢】１２月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ５が
２６８６円（同９９％）、Ａ４が２５００円（同
１０２％）、Ａ３が２３４１円（同１０２％）だっ
た。前月に比べ、Ａ５が３０円、Ａ４が
５１円、Ａ３も６１円ともに上がった。
年が明けると、Ａ４で２２００円台での
低調な動きとなった。頭数は減少傾向
にあるが、今後は不需要期となり、動
きは鈍くなりそう。
【出荷頭数】１月の出荷頭数は、和
牛３万８５００頭（同９３％）、交雑種２万
１１００頭（同１０３％）、乳用種２万２０００頭
（同９２％）と、和牛・乳用種はかなり
減少する見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は１月

の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で３万
４５００ｔ（同１０６％）と予測。内訳は、冷
蔵品１万２３００ｔ（同９２％）、冷凍品が
２万２２００ｔ（同１１６％）。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１１５０
～１２５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００
円、同Ｂ３が１５５０～１６５０円、同Ｂ２が
１４５０～１５５０円、和牛去勢Ａ５が２３５０～
２４５０円、Ａ４が２１５０～２２５０円、同Ａ３が
２０５０～２１５０円での推移か。

荷動きが鈍くな
り、春までは弱
もちあいか

１２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物５８１円（前年同月比
９１％）、中物は５５９円（同９１％）となっ
た。前月に比べ上物が６円、中物は７
円ともに下がった。
年明け２日間は上物で６００円台にな

ったが、その後の動きは鈍く、５００円台
での推移となっている。
出荷頭数は減少傾向にあるので、大

幅な下落はないが、
これから春までは時
期的に動きが鈍い状
況になるので、弱も
ちあいとなりそう。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
月は１３４万頭（前年同
月比９６％）と、やや
減少する予測となっ
ている。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、１月の冷蔵・冷

凍品の輸入量は総量で６万５９００ｔ（同
８２％）と、大幅な減少となる見込み。
内訳は、冷蔵品３万３０００ｔ（同１０３％）、
冷凍品３万２９００ｔ（同６８％）。スペイ
ン産の輸入一時停止が影響している。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、荷動きが鈍い時期と
なり、相場は弱もちあいでの推移とな
りそう。上物が５００～６００円、中物も４５０
～５５０円での推移か。

和子牛の頭数が
慢性的な減少傾
向に

【スモール】１２月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が６万３２０１円（前年同
月比２８２％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１５万９６０３
円（同１５１％）で、前月に比べ、乳雄は
１万１７５０円増加し、Ｆ₁は２３９２円減少し
た。
乳雄は市場によりバラツキがあり、
２～８万円での大きな開きが出てい
る。Ｆ₁もバラツキがあるが、傾向とし
て下がり基調となっている。
【乳素牛】１２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

２４万２１５９円（同１０３％）、Ｆ₁去勢は５１万
７９７１円（同１３５％）だった。前月に比べ
乳去勢は４万２５８１円増、Ｆ₁去勢も３万
６１５円ともに急騰した。
Ｆ₁去勢は、枝肉価格が年末に向けて
引き合いが強く、素牛価格も堅調な推
移となったが、今後は弱もちあいでの
推移が予想される。
【和子牛】１２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
８１万５１３９円（同１３３％）で、前月より４
万３１８２円の急騰となった。
今後の頭数減少は慢性化してきてお
り、枝肉相場が鈍い動きでも、子牛価
格は極端には下がりづらい状況。
※なお、今回の子牛取引状況は、岩手
・山形・高知・熊本・宮崎の各県のデ
ータは未記入となっている。

１２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ３５４ ４４１ ３０２ ３０２ ２４４，０２９ １９９，７５４ ８０８ ６６１
Ｆ１去 １，４８３ １，５９８ ３３７ ３４６ ５２２，５５４ ５０３，８７０ １，５５１ １，４５６
和去 ２，５０７ ２，４１６ ３４０ ３５０ ８１０，０２６ ７８１，０１１ ２，３８２ ２，２３１

東 北
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ３ ― ２８２ ― ２４３，１００ ― ８６１
和去 １，３７３ ２，１２０ ３２８ ３２９ ８３８，２８６ ７７３，４４７ ２，５５６ ２，３５１

関 東
乳去 ２１ ― ３３５ ― ２６１，３２９ ― ７８０ ―
Ｆ１去 ７８ １０５ ３６２ ３６３ ４９５，４９４ ４４８，９５７ １，３６９ １，２３７
和去 ８９５ ７１０ ３２８ ３３５ ８３６，９３１ ８１５，７１７ ２，５５５ ２，４３３

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 １ ― ３３４ ― ４４０，０００ ― １，３１７ ―
和去 １７９ ７４ ２９４ ２８４ ７７２，０６５ ６５６，２２４ ２，６２８ ２，３１１

東 海
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ３６ ４８ ３３６ ３４１ ４７７，１５６ ４５２，０７７ １，４２０ １，３２５
和去 ２４２ ４０９ ２７９ ２９０ ８１９，８２７ ７５５，６７８ ２，９４２ ２，６０４

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １９９ ４００ ２５５ ２７３１，１９８，８８４１，１１２，１９７ ４，７０２ ４，０７５

中 四 国
乳去 ３２ ２２ ２８９ ３０１ ２０８，８９６ １９６，０５０ ７２４ ６５１
Ｆ１去 １８５ ２３３ ３４８ ３５０ ４９９，９３５ ４６１，６６０ １，４３８ １，３１８
和去 ９００ ５８９ ３０９ ３１９ ７８９，４８６ ７２７，０７２ ２，５５５ ２，２８０

九州・沖縄
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 １ ２８８ ２９７ ３３８ ３５８，６００ ４３８，９４２ １，２０７ １，２９９
和去 ４，６０１ ８，９０５ ２９９ ３０６ ７９６，６９２ ７５５，１４５ ２，６６５ ２，４６４

全 国
乳去 ４０７ ４６３ ３０３ ３０２ ２４２，１５９ １９９，５７８ ７９９ ６６１
Ｆ１去 １，７８４ ２，２７５ ３３９ ３４６ ５１７，９７１ ４８７，３５６ １，５２８ １，４０９
和去 １０，８７９ １５，６２８ ３１４ ３１６ ８１５，１３９ ７７１，９５７ ２，５９６ ２，４４３

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。
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